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研究成果の概要（和文）： サイゴン川河岸の崩壊現象を解明するために、まず試験フィールドを選定し、標準貫入試
験、土試料サンプリング、室内実験等を実施し、地盤プロフィルおよび土の基本的変形強度特性を明らかにした。次に
、ADCPという超音波を利用した計測機器により、河川の水位、流速分布、河床形状等を明らかにした。
　河岸の崩壊現象を防止するための研究として、まず現地発生土、材料を用いた改良土の作成方法について調査した。
次に具体的な河岸の補強に関して、室内実験等により得られた土質パラメータに基づく数値シミュレーションを実施し
、効果的な補強対策について検討した。以上の研究成果を日越で共有するための合同セミナーを毎年1回開催した。

研究成果の概要（英文）： This project was carried out to make clear the bank erosion of Saigon River. At f
irst some test fields were set and the SPT, soil sampling and a series of laboratory tests were conducted 
to clarify the ground profile and the basic mechanical properties of soils at the fields. Then the water l
evel, the distribution of the flow velocities and the cross section shape of the river bed were observed b
y use of ADCP, a measurement device using ultrasonic wave.
 Reserch on countermeasure for prevention of river bank erosion was also carried out. Firstly some conditi
ons to make good improved soil were investigated by using common materials in Vietnam. Next some numerical
 simulations were conducted to investigate the effective reinforcement countermeasure. The Japan/Vietnam j
oint-seminars were held four times to share the above reserch results each other.   
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１．研究開始当初の背景 

ベトナムでは，経済の著しい発展および人

口増加につれて，国民の社会基盤整備に対す

る期待がますます増大しつつある。しかしな

がら，熱帯モンスーン気候に代表されるよう

な高温多雨の気候であり，毎年のように洪水

および河岸侵食による被害に悩まされてい

る。 

これらの河岸崩壊現象を解明するために

は，地盤工学および水工学分野の研究者の共

同研究が必要となるが，両分野の研究者がフ

ィールド調査から解析，数値計算までを共同

で行うことはまれであり，本研究は先駆的な

試みである。また，現地の研究体制は十分で

はなく，サイゴン川流域での河岸崩壊現象解

明や対策工提案に必要な調査はほとんど行

われていないのが現状である。本研究は，日

本とベトナムの研究者が共同で実施する国

際的かつ総合的な学術調査である。 

 

２．研究の目的 

本研究は，ベトナム・ホーチミン市のサイ

ゴン川流域における河岸の大規模崩壊現象

に焦点を当て，現象解明および対策工提案を

行う上で重要となる地盤特性，河川流特性な

どに関する総合的な学術調査を実施し，将来

的な防災対策樹立のための基礎資料を作成

（収集）することを目的とする。なお，サイ

ゴン川河岸は一部補強されており，そこは河

川堤防と呼べるレベルではあるが，全体とし

ては補強が十分でないため，本報告書では

「河岸」崩壊現象という表現を使用する。 

 

３．研究の方法 

本研究における調査項目および手法を以

下に示す。 

(1)現地における河岸構成地盤材料の基本的

物理・力学特性：標準貫入試験，土質資料サ

ンプリング，各種室内試験の実施。 

(2)河岸斜面内の地下水位および水分量変動

特性：地下水位，河川水位変動調査。 

(3)河川の水位，横断面および縦断面方向の

流速分布，河床形状などの時間的変化：主と

して ADCP(後述)による調査。 

(4)将来の河岸斜面補強を念頭においた現地

土の改良特性および実行可能性の検討：現地

発生材を利用した改良土の力学特性調査。 

(5)数値シミュレーションの入力パラメータ

や妥当性検証に必要なデータの取得および

数値シミュレーションの実行可能性：原位置

および室内試験より得られた土質パラメー

タに基づく数値シミュレーションの実施。 

(6)国際的研究連携の有効性について検証：

主として日越合同セミナーの実施による連

携強化。 

 

４．研究成果 

３．の各項目ごとに得られた主要な成果に

ついて述べる。 

（1）現地における河岸構成地盤材料の基本

的物理・力学特性 

 ホーチミン市内の河岸侵食現象の顕著な

地域（タンダ半島）においてフィールドを設

定し，ホーチミン市工大の協力を得ながら，

数箇所において標準貫入試験を実施し，地盤

のプロフィルを明らかにした。代表的な地層

構造を以下の図１に示す。表層に非常に軟弱

な有機質土(①)が厚く堆積していることが

分かった。 

 

図１ 現地河岸地盤プロフィル 

 一部のフィールドではサンプリングも実



施し，得られたサンプルに対して三軸試験，

物理試験等の一連の室内試験を実施し，地層

各層の土質パラメータを明らかにした。 

（2）河岸斜面内の地下水位および水分量変

動特性 

 設定されたフィールドにおいて河岸斜面

内地下水位変動特性およびそれらに及ぼす

サイゴン川水位変動の影響を明らかにした。

地下水位変動は河川水変動の影響を受け，周

期的に変動していることが明らかになった。 

（3）河川の水位，横断面および縦断面方向

の流速分布，河床形状などの時間的変化 

 ADCP（Acoustic Doppler Current Profiler）

と呼ばれる超音波を利用した流速分布，河床

形状の評価計測装置を用いて数度の観測を

実施した。代表的な結果を図２に示す。 

 

図２ADCP による河岸断面と流速分布 

（4）将来の河岸斜面補強を念頭においた現

地土の改良特性および実行可能性の検討 

 河岸崩壊現象を阻止することは地元の関

連公的機関にとって最重要課題の一つであ

った。本研究においては，東北大・高橋教授

のグループが中心になって現地発生材の改

良性等に関する調査を行った。その結果，現

地土の改良のためには現地に豊富に存在す

る稲わらを利用することが効果的であるこ

とが分かった。稲わらを混入させることによ

り，軟弱土中の水分が減少すると同時に破壊

靭性の強化につながることが判明した。 

（5)数値シミュレーションの入力パラメー

タや妥当性検証に必要なデータの取得およ

び数値シミュレーションの実行可能性 

 現地調査によって得られた土質パラメー

タを利用して，不飽和飽和浸透解析，河岸斜

面の安定解析等を実施し，破壊に及ぼす河川

水位変動の影響等を明らかにした。 

（6) 国際的研究連携の有効性について検証 

今回の研究は日本とベトナムの研究連携

を基本としたものであったので，当初より両

者の円滑な意思疎通に気を配った。そのため，

平均して年2回関係者がベトナムあるいは日

本で会う機会を作り，円滑な研究推進のため

の協力の場を設けた。さらに，共同研究の成

果をお互い共有するために，毎年１回日越合

同セミナーを開催することとした。科研開始

の前年度より始められたため，2013 年度まで

に合計4回の日越合同セミナーを開催するこ

とができた。これらのセミナーでは 2011 年：

11 件，2012 年：16 件，2013 年：14 件，2014

年：22 件の口頭発表および論文提出がなされ，

いずれも活発な研究交流が実現した。この合

同セミナーは 2014 年度以降も実施すること

で日越双方が合意している。ベトナム側では

当初よりハノイのベトナム科学技術アカデ

ミー・力学研究所のメンバーが積極的に参加

しており，研究連携の主要メンバーとして参

加してくれることになったことも特筆すべ

き成果である。2015 年度の日越合同セミナー

はハノイ・力学研究所において開催予定であ

る。ちなみに 2014 年度は立命館大学におい

て開催予定である。 
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